
 

 

 

  

 

   

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，２年生 秋祭り！ 

[子どもたちによる 
いじめ防止推進事業] 

研究発表会 開催 

 

 

 

より ゆたかに 
より かしこく 
より たくましく 

田浦小学校だより 
令和２年 ⑧ 

１１月２６日（木） 
発行者 

校長 百原健博 
田 浦 の 風

１２月の行事予定(計画） 
１日（火）安全点検、クラブ活動 

２日（水）県学力調査（３～６年）、一斉下校 

３日（木）人権教育相談旬間、心のｱﾝｹｰﾄ 

４日（金）学校に行こうデー、授業参観（地区

別）、地区別下校、学級懇談会 

７日（月）ＳＢ運転手さんとの意見交換会 

     全校集会 

９日（水）地区別下校 

14日（月）音楽集会１年生  

15日（火）人権集会 委員会活動 

16日（水）地区別下校 

18日（金）地区児童会 漢字、計算大会 

21日（月）環境キッズ 

24日（木）終業式、大掃除、一斉下校 

25日（金）冬季休業日（～１月６日） 

※３学期始業式は、１月７日（木）です。 

田浦小学校ホームページのアクセス数は、５２，２６１

（11月 25日現在）です。是非、ご覧ください。 

・ほとんどの子どもたちがしっかりと考え、発
表していて感心しました。     等々。 

  
 たくさん褒めていただきましたが、更にこう 
したらどうかということもありました。今後に 
生かしたいと思います。 
 子どもたちによるいじめ防止というテーマ 
でありますが、私たち教員、大人がいじめを絶 
対に許さない、させないという気持ちが大切で 
す。これまでに研究してきた成果を基に、いじ 
め防止に努めるとともに、アンテナを高くして 
早期発見、早期解決を図っていきます。ご家庭、 
地域の皆様もよろしくお願いします。 
 
 
 

１１月１６日（月）に田浦小、田浦中学校
において平成３１年度・令和２年度熊本県教
育委員会指定「子どもたちによるいじめ防止
推進事業」研究発表会を行いました。小学校
では、６年生が研究授業を行いました。「卒業
に向けて自分たちにできることを話し合お
う」という議題の 
学級会です。 
「絆を深める」 

ということはどう 
いうことか、その 
ためにどんなこと 
に取り組むかを話 
し合いました。 
その後、中学校 

の体育館で児童会 
運営委員会、中学 
校生徒会のメンバ 
ーが取組をポスタ 
ーセッションとい 
う形で発表しまし 
た。小学校児童会 
運営委員も練習し 
てきたようにしっ 
かりと発表できま 
した。質問にもき 
ちんと対応。よかったです。参観者からも次
のような感想も寄せられました。 
・互いに認め合う態度が感じられました。 
・相手を批判するのではなく、受容している
子どもたちの姿がほほえましかった。子ど
もたちがよく育っていると感じた。 

・話し合いをまとめる場面で、自分の意見を
言う子が多くて見ごたえがありあした。司
会の子が話し合いをよくさばいていて、す
ごいな～と思いました。 

学校をきれいに！！ 
  先日、朝から４年生の女子３人が「校長先生、

葉っぱを掃いていいですか？」と尋ねてきまし
た。私は、「いいよ！お願いします。」と快諾。
３人は喜んで、一輪車に、箒、塵取りを積んで
葉っぱがたくさん落ちているところに走って
いきました。そのときふと運動場の隅を見る
と、草をとっている子も。朝からとてもうれし
くなりました。ありがとう！！ 

っていて、「私、顔がおかしくない？」と言っ
てバタリと倒れて亡くなった。左隣の人は、顔
全体が風船のようになっていた。 

・近くにいた人は、着物を着ているかのように皮
膚が垂れ下がっていた。 

・近くの防空壕には、死人だらけで骸骨だらけだ
った。 

・亡くなった赤ちゃんをいつまでもお母さんが
だっこしていた。                

  等々、原子爆弾の 
恐ろしさを教えていた 
だきました。更に、原 
子爆弾に被爆している 
ことで差別を受けたり、 
他の人に分からないよ 
うに生活してきたりし 
たという苦しい胸の内 
もお話されました。 
 最後に、私たちにお願いということで次のこ 
とを話されました。 
 人が人をいじめたり、人が人を殺す戦争は絶 
対ダメ。ましてや何にも罪のない女性や子ども 
を何百万も殺す核兵器の使用は絶対ダメ。戦争 
のない平和な日本と世界をつくるため、私たち 
の小さな力を集めて核兵器のない平和な世界を 
つくろう。 
 今、６年生は学習したことを発表するために 
広用紙にまとめています。次代を担う子供たち 
が、いじめ、戦争で苦しむことがないように祈り 
ます。   

児童会運営委員会の発表 

６年生の学級活動の様子 

１１月２５日（木）１，２校時に１，２年

生が秋祭りを行いました。目的は、木の実や

葉などの秋の自然物を活用して遊ぶ物や飾る

物を作ったり、作った物で遊んだりしてみん

なで秋を楽しむことです。射的屋さん、アク

セサリー屋さん、魚釣り屋さん等、工夫して

お店を開いたり、お客さんとして楽しんだり

していました。感想交流では、 

・２年生の魚釣りが楽しかった。 

・いろいろあって楽しかった。 

・最初は、自分のお店に来ないと思ったけ

ど、後から来てくれたのでよかった。 

等と言ってくれました。 

歓声が体育館に響き渡っ 

た秋祭りでした。 

 ６年生、修学旅行での 

平和学習 
１１月６日（金）７日（土）の１泊２日で６ 

年生は長崎に修学旅行に行ってきました。 
長崎に行く大きな目的の一つが、平和学習で

す。平和祈念公園、原爆資料館での学習に加え、
今年度はフィール 
ドワークで班ごと 
にガイドさんの説 
明を聞きながら如 
己堂、浦上天主堂、 
原爆落下中心地を 
見学しました。 
また、被爆者の 

講話も例年どおり 
に聞くことができ 
ました。 
今年度の語り部さんは、胎内被爆者の陸門良

輔さんでした。生まれられて、ご家族から聞か
れたことを主にお話いただきました。 
・お母さんが洗濯物をしていた時に原爆が投下
された。部屋に入ると、みんなが吹っ飛んで
いた。 

・お姉さんは、仕事に行っていた。たまたま鉛
筆がおちたので拾おうとして、爆風を免れた
が、右隣に座っていた人は、顔が半分なくな 

 
 

如己堂にて、ガイドさんの説明 

語り部さんのお話 



 


